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原市）、吉和（広島県尾道市）が家船の根拞地として有名であった（【図 1-1】）[吉田 1941: ,















1-2】【図 1-3】）[野口 1987:64-69,263-264 羽原 1963:138-144,152-155,伊藤 1983:345-346,




     






辺には「バジャウ（サマ、サマル）」と呼ばれる人々が船上で暮らしてきた[門田 1986 寺田 





などがある[金柄徹 2003:221-225,長沼、浅川 2007]（【図 1-4】）。 
 





























































































明美 2000:79]。「人種のるつぼ（a melting pot of races）」という語はその理念を端的に表
している。 
しかしながら、黒人らによる公民権運動や、中東戦争時における在米ユダヤ人の活動な



































































































































































































































































































































































































































































































一辺倒への疑問、多様性の提示[荘英章 2002、房学嘉 1996、謝重光 1995、陳支平 1997]
なども行われているが、文化資源として、こうして学術的に描かれてきた実家文化の利用[瀬





数民族のようなもの、とされる要因の一つである。本論第 1 章、第 2 章で紹介するように、
民国期には広州や福州などの中国大陸で水上居民調査が行われた。その後大陸での調査が




2005a,2005ｂ、張朔人 2007､易源 2003､劉平安 2006､劉復興 2007、鍾毅鋒 2007、劉伝

































まずは、第 1 章、第 2 章において、民族概念導入をはじめとした中国の学術の流れや、
民族識別工作、その後の陸上がり政策等を回顧し、中国における水上居民像の描かれ方を













 第 2 章では、第 1 章で確認した過程で形成された様々な水上居民像が、民族識別工作を
経て、1960 年代以降どのように再編されたのかを確認する。そこでも様々な水上居民像が
存在するが、それらが生じた原因を考察する。 
 第 3 章以降においては、広東省沿海の港町汕尾を主たる研究対象として選択し、分析を






























 本論文で使用する調査データは 2004 年 9 月から 2007 年 8 月までの中山大学留学期間中
の 2005 年１月から断続的に行った数度の予備調査と 2006 年 10 月から 2007 年 8 月までの




2005 年 1 月           予備調査 
2005 年 8 月           予備調査 
2005 年 9 月           予備調査  
2006 年 1 月 21 日～ 2 月 12 日  Ｒ家住み込み 
2006 年 7 月 30 日～ 8 月 10 日  Ｄ家住み込み 
2006 年 4 月 7 日～  4 月 13 日  「漁村」予備調査 
2006 年 10 月～2007 年 8 月     「漁村」Ｘ家住み込み 
2008 年 2 月から 3 月             追跡調査 
2009 年 4 月           追跡調査 
2010 年 6 月           追跡調査 
 







































































































































































































































































































効性をもつほどに顕在化することは 1950 年代 60 年代にはまずなかったし、その後今日に
至るまでほとんどなかったとすらいえる7。また、沼崎一郎はそれまで｢残された中国｣に注
目が集まってきた影響で、1997 年の段階ですら、香港のインド人社会についての研究はほ


































ったこと、時期が 19 世紀末頃であることは多くの研究者によって認められている[横山 






























った[毛里 1998:12-13]。時代は下るものの、新疆では「東トルキスタン共和国」が 1933 年、































































に変わった。新中国の枞組みは、1949 年 9 月の人民政治協商会議で採択された共同綱領に
よって決められた[毛里 1998:41]。その共同綱領では「民族政策」を次のように確定した。 
 
中国人民政治協商会議共同綱領 1949 年 9 月 29 日 
第 6 章 民族政策 










第 53 条 中華人民共和国領域内の各尐数民族は、すべてその言語・文字を発展させ、
その風俗習慣および宗教上の信仰を保持しまたは改革する自由を有する。人民政府は各
尐数民族の人民大衆がその政治・経済・文化・教育の建設事業を発展させることを援助



















































それ（民族識別工作）は 1953 年に始まり、三十年ほどかかって、1982 年に一段落を
告げた。識別をした後にさらに現地の民族の人々と協議して同意を得て、初めて中央に
よる審査決定を経て公布することができた。1954 年には 38 の尐数民族が、1965 年に
は 15 の尐数民族が、1982 年にはさらに２つの尐数民族がそれぞれ認められ、今日まで
に 55 の尐数民族が認められている。漢族を加えると、中国というこの多民族国家は合
わせて 56 の民族を有している[費 1997:466]。 
 








































































 中国政府は、エスニック・グループ自身からの要求を受け入れて、81 年から 85 年まで民
族籍の回復や変更を積極的に進めた[毛里 1998:126]。その結果、「土家族」「満族」などの


























































































































































カ合衆国の 106 の「ethnic group」の項目が収められているが、アメリカ合衆国政府は
それらの「ethnic group」を「民族」に当てることはしない。このような意味から、西
















































































典』には、ethnic group の訳語としては「族群」が、ethnicity の訳語として「族裔」とい
う語が紹介されている[黄平主编 2003:214-216]。また、外国語文献を原義に忠实に訳そう
とした場合も、エスニシティとエスニック・グループは使い分けられる。例えば、ハレル






淑娉編『広東族群与区域文化研究(下線部筆者)』の英文タイトルは『Research on Guangdong 
Regionaal Ethnicity(下線部筆者)』となっている。また、納日碧力戈『現代背景下的族群建
構』[2000]においては「ethnic group と ethnicity という概念を『族群』と訳す方法は、主
に台湾や香港の学者の影響でを受けて、台湾から中国大陸に入ってきた[納日碧力戈
2000:121]」と述べられており、ethnic group と ethnicity の双方が「族群」と訳されてい
る15ことがわかる。 
積極的に欧米のエスニシティ理論を中国に紹介してきた北京大学の馬戎も、英語文献に





2004:54]。この馬戎の著書においても本文中では ethnic group を「族群」、ethnicity を「族
群性」を訳し分けているが、その著書[馬戎 2004]『民族社会学16―社会学的族群関係研究』










した展開については、第 2 章で論じたい。 
 

















































【表１-1】 「蛋民」の体格とその舟の形態より説明する（陳序経 1946:2-3 より作成） 




② 舟の形態 「蛋民」の舟は蛋(卵)を半分にした形だから。 
 
【表 1-２】 「蛋」の字よりその起源を解釈する（陳序経 1946:4-12 より作成） 
 起源 出典 
① 「蛋家」は「艇家」の転音 許予一「蛋家考」 
② 蛋はもと但 『淮单子』、呉高梓「福州蛋民調査」 
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③ 蛋は但と同じ 劉錫蕃『嶺表紀蠻』 





⑥ 蛋は鯤(古代の伝説中の大魚)の転音 周覺『章氏新方言的補編』 
⑦ 蛇竜の転音 劉大白「（鐘敬文「蛋歌序」の）付記」 
 
【表 1-３】 「蛋民」は何かの動物を起源とする（陳序経 1946:12-16 より作成） 
 種類 出典 
① 竜 单海鄺露『赤雅』、『図書集成広州雑録』、顧寧人『天下群國利病書』他 
② 蛇 顧寧人『天下群國利病書 潮州志』、『図書集成潮州雑録』 
③ 鯨鯢 屈大均『広東新語』、李調元『单越雑記』 
④ 獺 屈大均『広東新語』、周去非『嶺外代答』 
⑤ 鮫 鄧淳『嶺单叢述』、屈大均『広東新語』、鄺露『赤雅』他 
 
【表 1-４】「蛋民」はどこかのある地方より来たものとする（陳序経 1946:16-21 より作成）   
 地方 理由 
① 福建 海豊一帯の「蛋民」が福建語を話す 
② 広東 洪水伝説 
③ 单雄 「蛋民」自身の口承伝承、梁氏族譜 
④ 海島（台湾、海单） 「蛋民」自身の口承伝承 
 
【表 1-５】「蛋民」ある時代から始まったものとする（陳序経 1946:21-29 より作成） 
 時代 理由 
① 明朝末期 李自成残党が海へ 
② 元朝滅亡時 北方へ逃げられなかった蒙古人、色目人が海へ 
③ 单宋滅亡時 单宋の遺民が海へ 
④ 東晋 東晋の海賊孫思の一党・盧循の後裔が海へ 
⑤ 秦 越人（西甌）の後裔が海へ 
⑥ 春秋、大昔 范蠡の子孫、黄帝の子孫 
     
【表 1-６】「蛋民」の起源はある種の民族またはその支流にあるとする（陳序経 1946:29-40
より作成） 
 「蛋民」の起源 出典 
① 色目人 口承伝承 
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② 蒙古人 盛敍功『福建一瞥』、口承伝承（福建に多数） 
③ もともと漢族 白月旁『民國地誌種族篇』、『梁氏家譜』、（５）の①③④⑥他 
④ 実家 口承伝承 
⑤ 蠻族 常璩『華陽國志』、『隋書单蠻傳』、各省府縣志、他多数 
⑥ 苗族(広義の) 王桐齢「中國民族之研究」 
⑦ 林邑蛮 『図書集成、廣州府部彙考、廣州俗考三六』、『隋書 四夷列伝』 
⑧ 馬人(馬伏波の後裔) 『図書集成』、毛奇齢『西河合集蠻司合誌』 
⑨ 鳥蛮 陶宗儀『輟耕録』 
⑩ 越人のながれ 顧炎武『天下群國利病書』、（羅香林「唐代蛋族考」）他   




も必要であるとされるようになった。    





伍鋭麟の『三水蛋民調査』では調査地の「蛋民」、総勢 191 家庭 593 人の職業を大きく[1]
旅実輸送船 [2]船宿 [3]販売雑貨 [4]補魚 [5]耕田 [6]陸上商業の六つに分類し、耕田、
陸上商業について【表 1-７】のように説明している。 
 
【表 1-７】「蛋民」の耕田と陸上商業         [伍 1971(1948):19-21]より作成 
職業 説明 
耕田 蛋民は水上営業以外に、陸に登り耕田している 10 余家があり、普通各家 5,6
畝19で、10 畝を超える家は大変尐ない。 
陸上商業 蛋民が陸上で商業を経営している家は合計 16 家である。酒米雑貨が６家、祖
先祭祀代理が２家、果物、土洋雑貨、代税、雲呑麺食、瓜菜、鮮魚が各１家。
商店資本は皆大きくない・・・。 
    



















 調査地 調査地概要あるいは住民の来歴 

























民国期である。民国 21 年（1932 年）、広州市政府が設立した調査人口委員会が発表した「告
水上居民書」の内容は以下の通りである。 
  
親愛なる水居市民、本市はこのたび大規模人口調査を实施し、10 月 23 日陸上で实施
























和国が成立したのは 1949 年 10 月 1 日であり、本論第 3 章以降の舞台である汕尾鎮もそれ
からほどなく同年 10 月 17 日には「解放」されている。それに対して汕尾から程近い亀齢
島が解放されたのは 1949 年 12 月であり、海单島の「解放」は 1950 年 5 月まで待たねば
ならなかった。こうした戦いにおいては、沿海部に住む漁民の協力を必要とした。例えば、
1950 年春には、広東省沿岸の漁民漁工 2,000 艘ほどが中国人民解放軍の海单島の解放闘争
のための渡海を支援したという[広東省地方志編纂委員会 2004:26]。 






 以下に引用するのは、1950 年 9 月 26 日の单方日報社論である。この記事は漁民政策を
記録したものとして、広東省档案館にも保存されているものである。 
   























































































広東省陽江沿岸  「蛋家佬」[広東省民族研究所 2001:7] 
広東省順徳県 「亀巣梁（梁姓の「蛋民」を指して）」[広東省民族研究所 2001:7] 
陽江、中山、順徳各県 「蛋家佬」「蛋家婆」[広東省民族研究所 2001:15] 
広東省沿海一帯 「獺仔」「蛋家獺」「密毛」「水底鴨」[広東省民族研究所 2001:15] 
沙田地区 「紅脚鶏」「轟轟佬」[広東省民族研究所 2001:15] 
広東省陸豊県碣石 「蛋家仔」「死蛋家」「后船人」「后船鬼」「后船婆」「元番種」[広東
省民族研究所 2001:82] 










福建省 「曲蹄」「科題」[林耕 1939:399.劉松靑 1926:123、 翁 1929:1 可
児 1970:58] 
韓江24一帯 「剃十字」[林耕 1939:397]  


































































広東省恵陽県、海豊県 「畬民」「賀爹」[福建省編輯組 1986:23]「粤瑤」[黄光学 1994:183] 
広東省増城県、博羅県 「賀爹」または「瑶人」「瑶族」[福建省編輯組 1986:23]「粤瑤」
[黄光学 1994:183] 
福建省寧徳県 「苗族」「瑶族」「成人」「城人」[福建省編輯組 1986:91] 








































































































































































7 第 2 章で紹介するグールディンの 1970 年代香港在住広東人からみたモデルにおいては、
ネイションレベルでの「chinese」の下位レベルとして Nationality レベルでの Han と Non 
chinese という形の分類が想定されている。しかし、彼の論文の实際の記述、分析はそのも
う一段階以上下位の北部中国か華单か、あるいは実家か広東人かといったところに主眼が






























                                                                                                                                                     
スニシティもエスニック・グループも「族群」とされている。 










19 中国の１畝は 6.667 アール、または十五分の一ヘクタール 
20 「廣東大学何格恩教授氏ハ蜑民研究の碩學デアル。」などと書かれており、何格恩本人
が書いたものでないことは明白である。 
21 1949 年創刉。共産党広東省委員会の機関紙。 




























































































































































































































































































































は面積 3758.7 ㎢、人口は 1987 年時点で 1236723 人である[陽江市地方志編纂委員会
2000:1019-20]。かつて陽江県沿海の東平、閘坡、あるいは漠陽江上には「蛋民」が数多く
存在していた[広東省民族研究所 2001:2 他]。『陽江県志』「民族構成」の節では、全県には
14 の「民族」が存在し「漢族」115.4809 万人、「壮族」242 人、「黎族」18 人、「苗族」15
人、「回族」13 人、「侗族」12 人、「瑶族」11 人、「土家族」8 人、「満族」8 人、「彝族」2
人、「傣族」、「水族」、「畬族」各 1 人、中国籍に加入した外国人 8 人がいると記されている
[陽江市地方志編纂委員会 2000:1021]。ここから「疍」が「尐数民族」でないという理解が
































饒平県は広東省西部に位置し、福建省に隣接する。総面積は 1670 ㎢、人口は 1987 年末

































黄、壮、郭の９姓があったが、現在では、張、林､楊、阮の 4 姓が多いという [陽春市地方
志弁公审編 1996:935]。それぞれの姓の移住経路は【表 2-1】のように書かれている。 
  













栄し既に 10 代の歴史あり｡ 
 
【表 2-2】陽春県陸上住民来歴       (陽春市地方志弁公审編 1996:931 より作成) 
姓 来歴 











































居民は 2077 戸 10571 人、(そのうち陸上に家を建て定住しているのが 776 戸)、水運公司戸


























































































































































3 毎年旧暦 12 月に灶
かまど
神が道教の至高神の許へ昇天するのを送る祀りを、官吏の家は 23 日




















































【表 3-1】  2001 年新港街道人口、戸数統計表 
  戸数       人口数           
  合計 居民 漁民 農民 合計 男 女 居民 漁民 農民 
合計 9501 4252 4114 1135 45090 23646 21444 18343 21253 5495 
紅衛 980 220 760 / 4270 2182 2088 447 3823 / 
東風 1710 / 1710 / 9480 4858 4622 / 9480 / 
前進 1356 / 1356 / 6740 3686 3054 / 6740 / 
芳栄 533 11 / 522 2570 1288 1282 15 / 2555 
新港 518 5 / 513 2450 1240 1210 5 / 2445 
海浜 738 660 53 25 3527 1832 1695 3054 338 135 
新園 1025 1025 / / 4007 2295 1712 4007 / / 
立新 1221 986 235 / 5263 2804 2459 4392 871 / 
海港 1022 947 / 75 4995 2540 2455 4635 / 360 
金海 398 398 / / 1788 921 867 1788 / / 
                            [周玉蓉 2004:25 より作成] 










【図 3-3】 広東省における汕尾の位置 
 




統計資料によれば、汕尾市には 35 の民族が居住しているが、そのうち 99.91%を漢族が
占める。残りの 0.08%を占める尐数民族は、海豊県紅羅村に 200 人あまりの畲族が集住し
ているほか、その他は都市や比較的裕福な農村に散居している。その多くは省外または省
内他市から仕事もしくは婚姻によって汕尾市にやってきたものである [汕尾市年鑑編集委























いる[志賀 2002]。筆者も X 家一家と深夜に犬鍋3を食べに出かけた際、X 氏は「汕尾人は食







海陸豊福佬話 約 260 万人 
実家語 約 55 万人 
白話 (広東語) 約 2 万人 
粘米(尖米)話 約 3 万人 
軍話 約 1 万人 


















































































































































特に、79 年から 81 年にかけては「走私」と「外流」(密航)が大変流行した。記録に残って
 
 86 
いるものでは、この時期の密航漁船は 414 艘、香港へ密航した者が 9295 人であるといい、
「走私」に参与した漁船は 108 艘であったという。汕尾市沿海部の港町の遮浪の人民公社
では 80％の労働力が漁業生産を放棄して「走私」活動に参与したため、漁獲高が急降下し
た。1980 年には漁獲高わずか 459 トンで、1978 年と比べ 85.1 パーセント減であったとい
う。翌年以降は取り締まり強化や生産体制の改革でやや安定したとはいうものの[鐘綿時  
1991:359]、その後もこの傾向は続いたようである。 


















広州 A 大学教員 F 氏は「汕尾は『走私』が盛ん。そして『走私』で儲けた金を媽祖につぎ





















【表 3-3】汕尾市密輸案件取り調べ処分総数  
年 件数 人数 没収金額（万元） 
1979 241 1402 ８ 
1980 3069 3834 1009 
1981 2175 2979 1159 
1982 193 377 41 
1983 87 299 198 
1984 72 304 574 
1985 427 717 794 
1986 329 1043 835 
1987 220 851 1514 
1988 323 476 5304 
1989 305 673 11900 
1990 322 1283 12397 
1991 234 1098 21976 
 
 88 
1992 113 553 27200 
2006（参考） 17  230 












事したがらないという。例えば、XA 氏が働いていた船(長さ 16 メートル、幅 3.5 メートル




































                                                   
1 本論においては、に汕尾と書いた場合、港町汕尾(旧汕尾鎮)のことをさす。旧海豊県と旧












か、XZ 氏とこの陽江人は主に普通語で、XA 氏と陽江人は主に白話でやり取りをしていた。 
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自称は漁民(hi min)であり、他称としては、「漁民」の他、后[瓯]船仔(au tsun a)2あるいは
蛋家(tang ke) 、蛋族(tang tsok)などがある。広東語系の「漁民」は、広東省西部、あるい
は澳門など珠江デルタ河口部からやってきた人々とその後裔であり、自称は紅衛人、白話
人、他称として、深海漁民、紅衛、稀に蛋家 、蛋族ともされる[周玉蓉 2004:26]。汕尾に




































2010 年 11 月 10 日ダウンロード,筆者訳)のやり取りを見てみよう。 
 
質問 
7 月 23 日に広東汕尾でまたヤクザが 100 人ほど武器を盛って漁村の人を叩いたり切り
つけたりしたと聞くが、本当にそんな事件があったのですか？  







                                        回答日時   2010 年 7 月 23日 13 時 24 分 
 
回答者靓靓密诀 
 7 月 23 日の夜、関帝廟の人がまた漁村をかく乱しにやってきた。一台の警察車両に多
くの人をのせ、人を殺す準備をして・・・。漁村人と衝突し、数人を捕らえた。あとで
漁村人に聞いた話では、もともと、買収されたものだ。 












回答日時    2010 年 7 月 23 日 13 時 54 分 
  
回答者叄嵗僦詪帥 




















































回答日時    2010 時 7 月 23 日 20 時 56 分 

























4-1-1  名称の変更 
 
 民国期より、蛋家、蛋民というは差別的表現であるので、「水上人」「水上居民」と呼ぶ
動きはあった[陳序経 1946:103-104]。しかし改めて 1950 年 11 月 9 日の広州市第三回各界










編 2001:58､108-109]。「单方日報」の 1953 年 9 月 3 日の「広東沿海漁民区郷己成立」とい
う記事によると、当時各地に漁民区、漁民郷が設立されたことがわかる。汕尾には、新港
郷と新漁郷が設立された。また、珠海県、雷東県、单澳県の三漁業県を設立し、省都広州
















日報 1953 年 9 月 2 日の「広州市積極改善水上居民的文化衛生生活」という記事によれば、
広州の珠江区では、1950 年春に最初の水上学校が開校し、それ以降、現在(1953 年当時)珠
江区に４つの水上小学校があり、この秋にもう一つ開校する。学生数は 2500 人、その他に
成人夜間学校に 1200 人が通っているという。 
 その後、1955 年までに広州市内で 8 校開校し、生徒数も 3095 人に増え、42 パーセント
の就学年齢児童が就学した[詹 2004:98]。また、1950 年末までに広東省全省で 80 校の学校
が建てられたという[詹 2004:98]。汕尾においても、漁村小学校が 1954 年に創立された。 
 
4-1-4  陸上がりの推進 
 
 「水上居民」を陸上に移住させ、家を与える政策は建国初期から行われてきた。よく言
及されるのは、周恩来の指示により、陸上がりが始まったとの指摘である。1954 年 6 月下








に 9474 戸 40,205 人(総数の 70％)の水上居民が陸に家を持つようになった[詹 2004:98]。ま
た新会県においては、1966 年～76 年に陸上がりが行われた[新会県地方志編纂委員会編
1995: 521]。さらに三水県では、1966－80 年に 61 万元を投入され陸上がりがなされた[三
水県地方志編纂委員会編 1995 :315]。このように地域によって多尐の年代の差はあるもの




の陸上がりが行われている。例えば、2004 年から 2007 年に省政府が 10,000 万元投入し、
全省で 1,510 戸を陸上がりさせ、陽春県で 2007 年に 640 戸が陸上がりしたとの報告がある




 【表 4-1】 1974 年の陸あがり計画戸数 
 
 96 
 海洋 淡水 合計 
汕頭 ３００  ３００ 
恵陽 ４５０ ５７７ １０２７ 
从山 ４５０ ３７５ ８２５ 
江門 ６７５ ２１０ ８８５ 
海单 １１２  １１２ 
肇慶  ２６３ ２６３ 
韶関  ２６３ ２６３ 
広州  ７５ ７５ 














民、船民と、開墾開始から 1 年未満でまだ食料収穫がない移民には、平均 45 斤が配給され





















｢疍民｣のほとんどは封建階級ではなく、無産階級、独立生産者とされた【表 4-2 参照】。 
 
【表 4-2】「疍民」内部の階級成分 
 漁工(無産者) 網を持つ総舵手 小船主(独立生産者) 船主 
閘坡 70％    
東平 16.76％  75％強  
碣石 436 戸  17 戸  
甲子 441 戸  38 戸  
新港 337 戸 153 戸 73 戸  
澳頭 147 人  4304 人  
韶関 18％  75％ ７％ 































4-2-1 「漁区民主改革」(1953 年) 
 
1953 年 2 月に沿海辺防工作委員会が成立し、867 人の人員が工作隊を組織し、漁区改革
の業務にあたった。それは、以下の 4 段階を経て行なうという方針であった。 
 












 こうした漁区民主改革は 8 か月を費やし、1953 年末には基本的に終了した[広東省档案館
編 2009:262-263]。 
 
4-2-2  合作化(1953－57 年)  
 





1956 年から 57 年にかけて、富裕な中農や労働力の足りない家、あるいは入社前に小販や
手工業などその他職業をしていた人などが退社したという。これに対しては、副業規制を
緩めるなどの対策が採られた。また、1956 年に広東省は三包一奨(包工、包成本、包産量、



































 中華人民共和国商業部  







































4-2-6 2000 年代以降の漁業不振と対策 
 






することに関する議案の实施方法」によれば、2008 年までの 5 年間に、広東省は毎年一億
元を出資し、(その他各市級政府が 30％)、漁業発展に 2.5 億元、水上漁民安居と漁民転業訓
練に 0.78 億元、減船、漁業許可証回収に 1.51 億元、漁民転業の实施と管理が 0.2 億元を支




建造を含む 260 項目)。 
 『沿海漁転産転業保持漁区穏定的議案』に基づき、生産性の低い漁船を淘汰し、その労
働力を水産養殖や水産加工などに転換することを目指している。2004 年には汕尾全市で






















清乾隆十五年海豊県誌(影印版 民国 55 年台北)の雑志の項に以下のような記述がある。 
 
 按府志中有雜志彙記方伎寺宦猺民蛋蠻海豐無方伎寺宦而猺蛋自昔有之至今生 
  育繁夥亦沾王化故仌列為雜志而間取一二異聞可為鑒戒者附入焉 
（府志のなかでは方術師(医術、占星術)、寺宦、ヤオ民、蜑蛮は雑志にまとめて記され
ている。方術師と寺宦は海豊にはおらず、ヤオとタンは昔から現在に至るまで数多くお
り、王化を受けている。 一二の異聞を ここに付す） 
 
































































              





















漁業労働者は小船や簡卖な網を所有していたに過ぎなかった。その形は 4 種類あり、 
１独立小生産者経営(約 25-30％ ) 
２共同経営 (約 30-35％)  
３労働船主経営(約 10-15％ ) 








1 疍民舵工16が 9 割、漁父が一割(所謂「順風価」)出資して船や網などの漁具を買っても、
船は漁父の所有となり、漁獲の売却権も基本的に漁父のもの 
2 順風価のほか、特に修理や生産の費用を負担することなく、永久に漁獲の 2 割をとし
てとる。もし、船が全額漁父の出資であれば、さらに漁獲の一割をとる。 
3 もし舵工が自分の蓄えで新船を購入しても、漁獲の 2 割は「抽花銭」を収めなければ






























































して、｢10 月末には木造家屋 80 数戸が落成し、70 戸が現在建築中である｣とのことである。
現在の汕尾の人びとが説明するとおり、この台風の襲来がきっかけとなり、漁村の建設が
進められたことがわかる。 
 また、1956 年 7 月 24 日の单方日報には、「汕尾新漁村第一期房子落成」とあり、1954
年末に建村準備委員会が成立し、1960 年までに 2,200 戸を建設する予定であることが記さ
れている。建村費用として漁民は漁獲収入の 3 パーセントから 5 パーセントを納めること
になっており、この年６月までに 66,000 元集まったという。また、第一期工事 40 戸の建
設は 4 月に始まり、6 月に落成。まもなく入居するという。 
 さらに、1956 年 10 月 10 日の单方日報には「汕尾漁民新村第二期第二期新動工請興立」
という記事があり、第 2 期 60 戸が起工したことが伝えられている。 
続いて、1957 年 2 月 11 日の单方日報には「春回汕尾港漁民新居」とあり、漁民新村第
二期 30 棟が最近落成し、春節期間には 60 戸が入居予定であること、これらは漁民の意見
を取りいれ、漁獲高の 5％から 7％を集めて建てたものであることが記されている。 
1957 年 12 月 7 日には、｢新港村 108 戸が完成し、1960 年までに 2,200 戸を建設し、『漁
民』の上陸完成｣という記事が掲載されている。この時までに 108 戸完成しており、1957




[周玉蓉 2004:23]。こうした 1950 年前後から近年までの陸上がりの流れを、具体的な二つ
の事例から陸上がりの過程を見てみることにしよう。 
今も昔も漁業に従事する A 氏(1960 年生まれ、姓李17)とその母(1936 年生まれ、姓蘇)は
共に汕尾生まれで祖先は福建から来たという。1953 年に台風のため上陸し、現在住んでい
る家(2 階建ての１階に居住)は 1973 年か 75 年に建てた。このときの費用は国家と大隊と個
人でそれぞれ負担した。個人は 600 元払ったという。 
また船長 B 氏(1945 年生まれ、姓蘇)は恵州から海豊へと移動し 1950 年に汕尾にやって
きたという。昔の漁民は自分を含め船上でくらし、漂泊して近海(沿海)で漁をしていた。５
３年に大きな台風で 200 人以上が亡くなった。その時に政府が全額出資し新港から汕尾へ
遷った。後に家を建てたときは各人が 600 元負担した。その後 93 年に費用 8 千元で建てた
この家で暮らしているのは 8 人(本人、妻、本人の母、次男とその嫁、孫 3 人。長男は独立
して近所に住んでいる)である。 














































4-4-2  合作社の成立 
 
汕尾は広東省に 5 つ設けられた漁業生産合作社实験区の一つであった。そのため、合作








 1957 年には、海豊全県で 56 の漁業生産合作社(45 の高級社を含む)が成立し、入社漁戸
5,600 戸、全県漁業戸数の 90.3％であった。一般的な合作社の規模は、大中漁船約 10 艘、
浅海漁船 20－30 艘、敲(舟＋古)作業は[舟＋曹]を卖位(30－40 艘)とする。合作社は「三包
一奨18」[包産、包工、包成本、超産奨励]聯産承包責任制を实行し、漁民達の生産積極性は
増した。全県漁船数は 1952 年に 1935 艘だったものが、1957 年 3304 艘に増加した。1957
年全県漁獲高は 27380ｔ、で 52 年に比べ６４．５％伸びた[鐘綿時 1991:39]。 
 さらに 1958 年には、合作社は人民公社化され、「大隊」ごとに生産手段の所有と、経営
管理が行われた。[海豊県地方誌志編纂委員会 2005:351] 
 現在の前進村書記によれば、この「公社会」のころ現在の「漁村」にあたる人びとは、
以下のように 8 個の大隊に所属しており、それが後に４つの大隊となったという【表 4-2】。 
 
【表 4-2】「漁村」における大隊と行政組織の変遷 
漁の種類 大隊(第一段階) 大隊(第二段階) 94 年～ 現在 
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帄船の蝦船 第一、第三 新蝦大隊 中海漁管区 東風村委員会 
帄船の蝦船 第二、第四 東風大隊 中海漁管区 東風村委員会 
釣船   第五、第六 新風大隊 中海漁管区 前進村委員会 
投げ網     第七、第八 前進大隊 中海漁管区 前進村委員会 
 
このように、漁業形態により、大隊を編成したことがわかる。また、この 4 つの大隊が、


































 幸い、1974 年から 76 年は豊漁であったこともあり、海豊県は「農業学大塞」先進県の
一つに数えられた。ただし、増産しても増収ではなかった。なぜなら、低質な魚が 34.4％
を占めていたこと、さらに労働力余剰で出海できない人多数いたからである。例として、
汕尾鎮新蝦大隊は、1976 年収入は 53.1 万元であった。ただしコストが 36.2 万元(収入の
68.2％)かかっており、社員に分配された利益は 16.9 万元(収入の 31.8％)にすぎず。平均出
漁労働力ごとでは 210 元であった。当時は約 100 人の労働力が余っており、本来 7，8 名の
労働力でいいところに 12、3 名が乗船して労働していたためである[鐘綿時 1991:41-42]。 
 また、沿海に漁船が集中し、幼魚を大量に捕獲、漁業資源を破壊してしまった。その結




上がらず更なる停滞、混乱を招いた[鐘綿時 1991: 42]。 
 1980 年代初頭には生活苦から「走私」が大流行した。海豊全県で密航漁船 414 艘(大部分
は海上で廃棄)。も出現し、香港へと密出国して帰ってこなかった人は 9,225 人にも達した。
そのうち９つの沿海公社(鎮)は 5,669 人を占めた。「走私」に参与した漁船 108 艘であり、
台風の被害もあわせ、800 強の漁船が失われたという。このころは、どの大隊も漁獲量の減
尐と労働力過剰に苦しむこととなった。白話漁民紅衛大隊は余剰労働力 300 人を抱え、3
班制で交代出海せざるを得なかった[鐘綿時 1991: 42-43]。1978 年高校を卒業し、翌年から































【表 4-3】 汕尾における漁業集団化および｢漁村｣の成立過程 
1952 年 汕尾で漁業互助組が成立。 
1954 年 汕尾で漁業合作社開始。「三包一奨」。 
 
大躍進 固定給与制。「有水就有魚、増船就増産」 
1962 年 「漁業 20 条」行き過ぎの是正 




８2 年  船ごとの独立採算制を導入→集団化の終焉 
84 年 それまでの 4 大隊が 4 つの管区に 
88 年 4 つの管区が合併の結果 2 つの管区に。 





される。1985 年から 89 年にかけて汕尾の紅衛管区と前進管区、後門鎮の民生村で 39 軒を
対象に行われた「家庭経済调查からみた漁民生活の変化」によると、87 年の段階で、各家
庭の一人当たり平均収入 1,000 元未満は 5 戸にすぎず、1,000 元以上が 34 個であった。そ










































                                                                                                                                                     






















17 「漁村」の住民の姓は蘇、徐、李、鐘、郭の 5 つであるとされている。 
18 請負、報奨制度。農業協同組合の生産隊が仕事に要する人力の提供、生産に要する費用
の負担、生産高計画の完遂を保証し、これを立派にやりとげた生産隊には現物あるいは現
金による奨励をあたえる制度 [横山宏 1967:181] 。 
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章 2002、房学嘉 1996、謝重光 1995、陳支平 1997 など]。その一方で、学術的には批判
を浴びて修正を迫られた羅香林をはじめとした実家知識人が作り上げてきた一枚岩的実家
像が、学術表象や地方政府による観光開発等を通じて、その内容が住民へ浸透してきてい










































































【写真 5-1】にぎわう悦城の竜母誕   【写真 5-2】香港からの竜母誕ツアーバス 
























































































































       
【写真 5-4】鳳山媽祖廟媽祖像      【写真 5-5】鳳山媽祖廟 
 2005 年４月 29 日筆者撮影      2005 年 4 月 29 日筆者撮影 
        
また、鳳山媽祖廟の裏山に漁歌民族風情陳列館と媽祖の足跡紹介展示館、ならびに大き







      
【写真 5-6】漁民の婚礼の人形      【写真 5-7】 展示される漁船 


























































1989 年 漁村理事会成立 儀礼活動を開始 
2000 年 水仙爺像を安置(ただし、正式に認められた廟ではない) 
2001 年 星光計画 老人の家の成立（政府の関与） 












































るなど、政府関係者も土地の使用を公認あるいは黙認してきた。しかし、2008 年 2 月に、
天地父母誕での演劇奉納を行なっていた際、汕尾建市 20 周年パレード【写真 5-9】があっ
たため、パレードの通り道である大通りのすぐ横にある仮設劇台【写真 5-10】は、市の容
貌に影響するといわれ、演劇予定日を 3 日残しているにもかかわらず撤去された。 
 
   
【写真 5-9】建市 20 周年パレード        【写真 5-10】仮設劇台。 


















行事名 月日(旧暦) 内容 
天地父母誕 正月初九 劇台で亀齢島7媽祖と水仙爺と天地父母に劇を奉納（約 2 週間） 
元宵節 正月十五 安美媽祖廟の元宵節パレードに参加。 
媽祖誕 三月二十三 亀齢島劇台で亀齢島媽祖に劇を奉納。（1 日のみ） 
安美媽祖廟の一部として市媽祖誕行列等に参加。 
端午節 五月初五 新港媽祖に劇を奉納（2 日間） 



















また、漁船を持っている場合は、大型船（船の長さ 20 メートル超）ならば 100 元、小型船









【写真 5-12】献金にくる「漁民」    【写真 5-13】縁起物を奪い合う人々 
2008 年 2 月 14 日筆者撮影        2008 年 2 月 15 日筆者撮影 
    
ここでは、神誕の祭祀活動の収支の事例として、2006 年の水仙爺誕の際の収入と支出を
【表 5-3】【表 5-4】にあげておく。 
 
【表 5-3】漁村水仙爺誕収入 
漁村各福户人丁(12300 丁) 36900 元 
漁船大小船(320 艘) 25000 元 
各界人士と漁村弟子劇題大劇（九本） 36000 元 
其他收入 3689 元 
総計 101589 元 
 
【表 5-4】漁村水仙爺誕支出 
演武大劇十三本 43940 元 
拜神品と錦旗丁餅 26803 元 
電用工具等 2339 元 
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亀齢媽祖迎請と道姑の儀礼一切の工具及费用 16250 元 
食費及一切用具 13514 元 
総計 102846 元 









日付(農暦) 劇への出資者 備考 
十月初九 漁村衆弟子  
初十 漁村衆弟子  
十一 李秋竜先生，李秋貴先生，漁村弟子李家門 商売 
十二 蘇田先生，渔村弟子蘇家門 香港で商売 
十三 蘇貨先生，蘇銀富先生，渔村弟子蘇家門 香港で商売 
十四 李明先生，漁村弟子李家門 商売 
十五 漁村衆弟子  
十六 汕尾城区安美祖廟 安美媽祖廟（非漁村） 
十七 徐務勝先生，大華，大竜，大武，漁村弟子徐家門 今も漁業 
十八 許紺雤女士，善男善女組 安美媽祖廟（非漁村） 
十九 鐘木先生，鐘海先生 (略) 漁村弟子鐘家門 今も漁業 
二十 鐘木先生，鐘海先生(略)   渔村弟子鐘家門 今も漁業 
二十一 漁村衆弟子  





























廟名 年度 金額（元） 
鳳山媽祖廟 1994 10000 
后寮从祖廟 1996 4000 
赤嶺百姓公媽善堂 1998 1000 
1000 
塩町頭開山大伯爺廟 1999 1400 
后寮地蔵菩薩 2000 800 
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聖詔媽祖廟劇台 2001 1000 
安美媽祖 不明 4400 
太陽宮 2007 800 
 















山媽祖広場を起点にしたパレードである。朝 9 時開会で、9 時半頃から 13 時頃にかけて市





















人であふれる【写真 5-15】。    
  





















































































































                                                   
1彭湃は、早稲田大学に留学し、社会主義運動に参加。帰国後、1927 年に中国最初の共産政
権である海陸豊ソビエト政権の指導者となったが、1929 年に上海で国民党に捕らえられ、







 本市三馬路廟前街(旧新華書店前)の関帝廟は、清乾隆 12 年(1747 年)に建設され、天后媽























                               市区関爺宮文化审 
                               2002 年 9 月 5 日。 
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[汕尾市城区関爺宮文化审編:10-11]を筆者訳] 
6 この関帝廟も、上申書には資金は既に全て香港で準備したと書いてあったにもかかわらず、













































マジョリティ 比較する項目 「漁民」 
陸上 (過去の)居住形態 水上 
農業、商業 主な生業 漁業 
中原漢族 祖先 「疍」 
潮汕人、福佬人、海陸豊人 族群としての学術記述 「疍」あるいは「漁民」 
普通 経済力 貧しい「漁民」イメージ 
































居住している民族である。2000 年当時の人口は、全国で約 70 万人、広東省では 2 万 8 千
人である[李 2006]。汕尾市内では、海豊県鹅埠鎮紅羅村に居住しており、2003 年現在で 27
戸 183 人の人口を有している[黄淑娉 2003]。汕尾市の人口は 300 万人を超えており、海豊
県だけでも 80 万人近くの漢族人口がある中で、紅羅村の畲族は極めて尐数のマイノリティ












































央民委は 1953 年に浙江と福建に畲民識別小組、1955 年に広東に畲民疍民識別調査小組を















広東省恵陽県、海豊県 「畲民」「賀爹」[福建省編輯組 1986:23]「粤瑤」[黄光学 1994:183] 
広東省増城県、博羅県 「賀爹2」または「瑶人」「瑶族」[福建省編輯組 1986:23]「粤瑤」
[黄光学 1994:183] 
福建省寧徳県 「苗族」「瑶族」「成人」「城人」[福建省編輯組 1986:91] 

























会 2005:1110] 。 
服装は漢族と同じである[海豊県地方志編纂委員会 2005:1110]。 






































1999 年から 2001 年にかけて、尐数民族優遇政策の一環として政府が 200 万元を投入し
て 3km 山を下った場所に現在の村を建設した。これにより、中華人民共和国成立以前は全
てわらぶきの家で一片の瓦もなかった紅羅村が、鹅埠鎮で最初に全村が水道水、電話、衛



























ところで、黄淑娉が訪問した 2003 年以降も、「民族工作」は続けられている。2007 年の





①42 万元を使って長さ 2.5km、幅 3.5 メートルの道路を建設。 
②余剰労働力を出稼ぎに行かせるよう援助することで自活の道を指導。 












ついてここまで述べてきた内容をまとめると【表 6-4】、【表 6-5】のようになる。 
 
 【表 6-4】畲族と汕尾市のマジョリティとの間の差異を生み出すもの 
 
マジョリティ 比較する項目 畲族 
漢族 民族籍 尐数民族 
中原(福建等から) 歴史文献上の祖先 百越の子孫（山へ） 
平地 かつての居住地 山 
福佬話 固有言語 畲語 
農業、商業 特徴とされる生業 焼畑、狩猟採集 























使用人口の正確な数は不明であるが、徐傑舜によれば中国国内に 3,800 万人、海外に 700
万人ほどの実家語話者がいる[徐傑舜 1999:147-148]。なお、汕尾における実家語話者は 2006
































































































マジョリティ 比較する項目 実家 
福佬話 固有言語 実家語 



























であるのに対し、広東語系「漁民」が約 1800 人である[黄漢忠 2004b:42]。すなわち、言語
的マイノリティである5。主に汕尾の紅衛村（人口 4036 人）と、馬宮の深漁村（2435 人）
に在籍している。そのうち母語が白話なのはそれぞれ2500人と1500人である[羅志海2009:
引論３] 
 なお、海豊方言辞典には「 拖船（仔）to zun [na]」という項目があり、以下のように記
述されている。 
 
 汕尾市深海漁民の呼称、別称。自称は“蛋家  dang ge ”6母語は広州話（広東語）。
彼らは家庭では広州話を話し、外では。彼らの居住地紅衛管区と深水管区は汕尾市の典














紅衛管理区となり、1999 年に紅衛漁業村民委員会と改めた。人口は 4000 人強、戸数











































































それぞれ 2 チームずつ代表を選び、鳳山媽祖廟前の直線 800 メートルのコースで予選、準
決勝、決勝の順に競争を行なった。この時、新港街道からは公式なチーム名としては「新






   
【写真 6-1】「漁村」チーム           【写真 6-2】「紅衛」チーム 


















【表 6-8】 白話漁民と汕尾市のマジョリティとの間で差異を生み出すもの 
マジョリティ 比較する項目 白話漁民 
福佬話 母語 白話 
農業、商業 生業 漁業 
各居民、村委員会 行政組織 漁業大隊→村委員会 



























「漁民」 範疇化の根拞となる項目 「白話漁民」 
福佬話 母語 白話 
福佬話+白話、普通語 現在の使用言語 白話+福佬話、普通語 
中海、浅海 かつての操業区域 深海(約 100 メートル) 
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広東語とは音韻上多尐の違いがある場合がある[広東民族研究所 2001:99]。 











10 汕尾から 10 キロメートルほど西に位置する港町。汕尾市城区内である。 
11 深漁村委員会役人 父は白話漁民、母は当地人。1971 年生まれ。 
12 1944 年生まれ。かつては船で暮らしていた。息子達は今も漁に出ている。 
13 このような形ではこの年のみ開催された。準備が面倒である、参加チーム同士で小競り
合いがあった、などの理由でよく年以降は各地でそれぞれ行なう形に戻った。 
14 本論 p78-79、p112-113 を参照のこと。 
15 汕尾を含めた広東東部おび福建省の「漁民」に関して、彼らの祖先はモンゴル族(あるい
は「色目人」)で、元朝が滅びた時に海に逃れたモンゴル族の子孫が「漁民」であるという
伝承がある[翁国梁 1929,陳序経 1946:21-29, 広東省民族研究所 2001:69-71 など]。なお、
筆者はこの伝承と「漁民」エスニシティの関連について口頭発表を行なった(2010 年 10 月






















































































2007 年と 2008 年に春節をすごした「漁民」の X 家の事例を中心に、汕尾の春節について
民族誌的記述を行なう。 
 
 7-2-1 送神(謝灶、送灶) 
 






 時間 農暦一二月二十四=上天 
    戻る時間(農暦正月初五) =下天 
 天に昇りいいことを報告し、降りてくると吉兆がある。 
  







 廟で御神籤の解釈をするＴ氏も「神从は農暦 12 月 24 日に天界に上る。正月初一に下界
に下りてくる」と述べており、24 日ではなく 25 日に廟に来る人はきまりを知らない人だと
言っていた。 
 24 日には朝から街中でも普段より多く軒先にドラム缶が並び、紙銭を燃やす光景が見ら
れた。また、Ｒ氏の徒弟に、送神は 23 日や 25 日ではいけないのかと尋ねたら「ダメだ」「絶







【写真 7-1(左)、写真 7-2(右)】農暦 12 月 24 日朝の漁村。ドラム缶で紙銭を燃やす婦女。 








漁民にとっても陸上の人びとにとっても、12 月 24 日は天に神を送る日なのである。 
       
【写真 7-3】掃除された X 家の神棚     【写真 7-4】X 氏妻による祭祀。 






に農暦 12 月 24 日に神を天に送っていた。 
 












       
【写真 7-5】市販の年糕(甜糕)      【写真 7-6】家庭で作った年糕(甜糕)    











         
【写真 7-7】発粿(左)と松糕(右)。松糕はも  【写真 7-8】廟で蒸される発粿。素人仕事の     
っと大きいサイズで売られているものも多い。   せいか花の形にはなっていない。 
2006 年 1 月 25 日撮影             2007 年 2 月 12 日撮影 
 





















 Ｘ氏は 2007 年は農暦 12 月 29 日深夜 24 時 30 分から対聯を貼った。当時アパートの 4
階と 5 階に住んでおり、それぞれの階のドアと、1 階の入り口に対聯を貼った。貼られたの





     
【写真 7-9】Ｒ家(旧宅)の対聯       【写真 7-10】Ｘ家(5 階)の対聯 








    
【写真 7-11】門前に大きなみかんをかざる家  【写真 7-12】熱心にみかんを選ぶ 





 船を持つ漁民は年末に船で神様を拝む儀礼を行なう。一般に、旧暦 12 月 29 日または三
十日に行なうという。なお、Ｘ家は船を持っていないため、2007 年にＸＹ家でみた拝神に
ついて記述する。Ｘ家とＸＹ家は同姓であるが、血縁関係はない。 
 2007 年 2 月 17 日、農暦十二月三十日にＸＹ氏とその妻、および孫娘二人が参加して船
での拝神が行われた。午前 11 時ころ、小船に乗って湾内で停泊中の船に乗り込み、念入り






なっていた。その後、14 時ころまで 3 隻順番にまわり祈りをささげていた。 
 
  
  【写真 7-13】ＸＹ夫妻と飾られた船  【写真 7-14】 祈りをささげるＸＹ氏妻 









   
【写真 7-14】 船で拝神する男性達      【写真 7-15】船で拝神する老婦人 














が入っていた。R 氏は「みろ。みんな「拝神」したんだ」と言っていた【写真 7-17】。 
     
 【写真 7-16】天帝への祭祀         【写真 7-17】家々の前の祭祀用ドラム缶 
2006 年 1 月 28 日筆者撮影           2006 年 1 月 28 日筆者撮影 
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【写真 7-16】 Ｒ家の祖先と供物    【写真 7-17】Ｒ家の祖先への供物 
   2006 年 1 月 28 日筆者撮影    2006 年 1 月 28 日筆者撮影 
 





 蒸し鶏肉(白切鶏) 焼いたアヒル(烧鸭) スルメやアヒル等入りスープ 豚脂肉煮込 
み 魚丸16炒め 煮物 清菜炒め 米飯 
 




















   
【写真 7-18】Ｒ家の Uilou         【写真 7-19】Ｘ家の Uilou  
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【写真 7-20】Ｘ氏实兄旧宅の「祖先」   【写真 7-21】祖先にささげられた供物 






で、農暦の新しい一年は正月初一の子の刻である。夜 11 時から 1 時に「開門炮」をする。
「開門炮」とは、門を開けて爆竹を鳴らすことである。これは、新しい一年に金が儲かる
始まりであり、おめでたく演技のいいものである。」と教えてくれた。 























暦年末 30 日の晚 11 時から 12 時に門を開けて爆竹を鳴らし新しい一年が到来すること」で












 除夕の夜は廟へ参拝に行く人も多い。Ｒ氏の三男は「夜 11 時に廟にいくのか？人でいっ
ぱいだぞ。みんな拝神するからね。12 時より前にするのがいい」といい、それを聞いてい
























       
【写真 7-22】Ｒ氏徒弟宅斎食  【写真 7-23】Ｒ氏宅斎食  【写真 7-24】Ｘ家斎食 
















           
【写真 7-25】切り分けられた甜糕 【写真 7-26】クッキーとみ  【写真 7-27】みかん 
2006 年 2 月 1 日筆者撮影     かんを持って拝年に向かう   やクッキーを入れ 
Ｘ氏。            た赤い袋を持って拝 
                2007 年 2 月 19 日筆者撮影   年に向かう人びと 


















時間 訪問場所 その場にいた来実 備考 
10 時 30 分 妻の長兄宅 妻の姉とその子も来訪  
11 時 自宅 末妹とその夫が来訪  
11 時 15 分 妻の次兄宅 妻の母、妻の姉とその子  
11 時 45 分 妻の三兄宅  妻の次兄宅の 2 階 
12 時 45 分 妻の契爺宅   
 妻の契爺弟宅  妻の契爺宅の隣 
13 時 45 分 Ｘ氏母宅 弟、妹三人とその配偶者、子供 昼食 
15 時 30 分 自宅 妻のイトコ 3 人  
 Ｘ氏叔母宅 不明 筆者同行せず 
16 時 45 分 自宅 Ｘ氏实家の妹 3 人  
翌日 妻の４兄宅 妻の母、妻の３兄の子  
 
 2007 年初二夕方の汕尾ＴＶのニュースでは、バスターミナルの混雑を伝え「海陸豊では























【写真 7-28】 参拝者であふれかえる初五の媽祖廟 














    【写真 7-29】劇台前にて天地父母と水仙爺に対して祭祀する漁村婦女 





























ここでは主に香港から帰郷した R 氏の兄である RB 氏が春節を汕尾で過ごすにあたり、

















その後、R 氏の旧宅へと移動した。R 氏長男がバイクで RB 氏が香港から持ってきたもの
を運ぶ。中身は業務用水道管接着剤(日本製)、塗料(アメリカ製)など塗装業の用具である。
それぞれ缶に入っており、説明が英語や日本語であるため RA 氏が R 氏にそれぞれが何で
あるのかを説明。それをそこにいたＴ氏が缶に書き残す。RA 氏は塗装業に従事しており、
弟一家のために、高価な用具を持ち込んだのである25。 
 その後、親族でお茶を飲む。ここでも１斤 1000 元の茶が使われ。マルボロが配布された。
その際には、RB 氏が北海道で雪に滑った話などを披露した。 
0 時過ぎ、RB 氏が「みんなで糖水（甘いもの、デザート類）を食べに行こう」と提案し、










 出発に際し、白タクがいたのでＲ氏徒弟が値段交渉をしようとするも、言い値の 250 元
で RB 氏がＯＫを出して乗り込んでしまう。寺への到着時には 10 元さらにプラスして払い
「これでお茶でも飲んでくれ」といっていた。 
 帰路は三男の友達が迎えにきた。その友達が断るのにもかかわらず、RB 氏は運転代とし
て 200 元を払った。 
 
 後述する清明節と比べると、漁村Ｘ家の親戚で春節で帰ってきた人物は尐なかったが、















     



































       【表 7-2】X 家墓参日程 4 月 6 日(金)(農暦 2 月 19 日) 
時間 事柄 
6:00 レストランで飲茶① 
8:30 車 3 台に分乗しホテル前を出発(22 名) 
9:25 海豊県の山奥に到着。徒歨で墓へ 
9:30 太公夫婦の墓 
10:00 阿公の墓 終了後 10 分ほど移動 













     
【写真 7-30】朝のヤムチャ(①の場面)    【写真 7-31】墓を飾る 
2007 年 4 月 6 日筆者撮影          2007 年 4 月 6 日筆者撮影 
 
  
【写真 7-32】XA 氏父の墓前での祭祀風景  【写真 7-33】山火事防止のため、紙銭は 
2007 年 4 月 6 日筆者撮影             金網の中で燃やす 
2007 年 4 月 6 日筆者撮影  
 
【表 7-3】４月７日(土)(農暦２月２０日)の X 家墓参日程 




9:50 ＸB 氏の父の母墓到着 
10:30 移動開始 




12:45 ＸB 氏弟の墓到着 
13:30 移動開始 
14:00 山から出る 
15:00 昼食(ＸB 氏兄の長男宅) 。ＸＢ氏のイトコの 2 家
族もやってきて食事 金猪、焼鶏、魚丸、ふぐスー
プ等。⑤ 
18:30 夕食(ＸB 氏兄の長男宅)⑥ 
  
【写真 7-33】四川人に荷物を運ばせる(④) 【写真 7-34】XB 氏兄宅での昼食(⑤) 
 
4 月 6 日は、参加者の共通の祖先の祭祀を行なった。ＸＡ氏は①の飲茶のみ参加し、墓参
には参加しなかった28。なお、４月 7 日に関しては、Ｘ氏の先祖は祭祀対象にはなっておら
ず、ＸＢ家一家の墓参りを、地元に住むＸ氏が案内したものである。従って、この日の参
加者は、XC 氏の子孫のほかでは、X 氏と XM 氏だけであった (ただし、昼食、夕食には香






 △ ○＝△                            ○＝△ 
                        - -―――――――――――――――――――――――― 
  ○＝△ＸＣ氏     △＝○         ＸＡ氏△＝● △＝○     阿媽○＝△阿公 
 -―――――――――-    ―－  ―――――――――     ―――――-  ―――-                 
 ○ △ ●＝▲ ●＝△ ○＝▲ △  ▲ △＝○ △＝○ △＝○  ▲▲＝●  ○ ▲△△ △△△△ ●▲▲△ ▲ 
   ――    ――     
    ● ● ●＝△ ●   
                XM 氏                     Ｘ氏 




● ▲ 墓参参加者      ● ▲ ○ △  香港在住者 
 ○ △ 死者           ○ △香港に墓がある死者 
 
8-3-3  R 家墓参日程 
 
Ｘ家の墓参の 1 週間ほど前、春節時にお世話になったＲ家の墓参にも参加した。ＲＡ氏は









 【図 7-2】R 家系図  
              ○―△==○ 
  ――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 △=● △=●   ▲=●  ○=△  ●=▲R 氏  △=●    ○=▲ＲＢ氏  ●=▲ＲＡ氏 
     --―     ――――――――― 
▲ ▲   ●=▲  ●=▲   ●=▲ 
 
 ● ▲ 墓参参加者      ● ▲ ○ △  香港在住者 
   ○ △ 死者           ○ △香港に墓がある死者 
 










































































































                                                   
1海豊方言詞典[羅志海 2000]によれば「四川仔(su tsuang a)＝四川人。貶す意味にもちいる
言葉。」である。その他、「北仔 (pak a) 北方人。貶す意味にもちいる言葉。」「老蘇仔(lao sou 


























氏が生まれる前に海難事故で亡くなる。養父ＸＡ氏(1937 年生)は 2010 年まで現役漁師であ
った。養父母には男子一人、女子三人の实子がいる。薬物使用で服役経験あり。現在Ｘ氏
は海産物売買、養殖、露天商などを営む。妻と長女(2007 年生)、養父と居住。筆者は 2007
















                                                                                                                                                     
村でも手書きのものを貼る家もあるし、陸上居民でも既製品を貼る家はたくさんある。 



































































































































































































⑥1950年代から80年代にかけて政策的陸上がりが進み、水上居住ではなくなった。○Ｂ。   
⑦陸上がりの結果「漁村」に集住。「漁村」の住民としての「漁民」の区分が可能に。○A。 
⑧物資の支援等を得て、マジョリティとの経済的差異が縮小する。○Ｂ。 
⑨1980 年代以降、生業の多様化がすすみ①の生業による区分も薄らぐ。○Ｂ。  
⑩香港人帰郷者、内陸からのでかせぎ労働者という、より大きな文化的差異のある存在
の登場○Ｂ。 
















































化と、日々の生活上観察可能な差異による差異化の 2 種類に分類できる。本論第 6 章で指
摘したように、概念的な差異化で大きな割合を占めるものには、民族研究、民俗研究など
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